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  助産師の 強みを活かして
ママたちの ワンアップを 応 援︕
社会にハッピーを増 やして
自分もハッピーに みの お ママの 学 校
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今春から、みのお市民活動センターのある「みのおキューズモール」で子育て支援の取組みがスタートしています。
それが、みのおキューズモールとみのおママの学校が共同で主催している「キューズ子育てつどいのひろば」。
その場所にお邪魔して代表の谷口陽子さんにお話を伺いました。　　　　　

助産師の強みを活かして ママたちのワンアップを応援︕

みのおママの学校を作ろうと思った
きっかけは︖
　助産師として、市立病院や産婦人科
クリニックで20年余り仕事を続けて
いる中で、不安を感じているママの力に
なりたいと思うようになりましたが、
現場だけでは十分な関わりが持てない
ことを実感していた谷口さん。なにか
違う形で育児に関わるママを応援でき
ないかともやもやしたものを抱えてい
たそうです。専門性を活かして、ちょ
っとした悩みも解決できるような学び
の機会を作れたらと一念発起し、地域
での活動を始めました。

地域で学んだ子育てママに必要な
支援の形
　立上げ当初は、仲間と産前産後のママ
が子育てを学べる場作りを中心に活動
されていましたが「地域に出てみると、
学ぶ機会を作る以前に、まずはママが
満たされて元気でないと学べないこと
に気がついたのです。」そこで子育ての
不安や悩みを相談でき、私たち地域で

活動する助産師や他のママとのつ な
が り が 持 て る「じょ さ ん し カフェR」
というママの居場所をつくることで
日々育児を頑張っている子育てママ
に寄り添い、必要なサポ ートを行っ
てきました。
　そして、みのおキューズモールを
統括する東急不動産の「ママスマイル
プ ロ ジ ェ ク ト 」と の 出 会 い が あ り 、
今年6月から「キューズ子育てつどい
のひろば」がスタートしたのです。

自分たちの強みを活かした「みのお
ママの学校」のこれから
　新たなママの居場所ができた今、
より多くのママに出会い、つぶやきや
不安、ちょっとした悩みに寄り添うこ
とができる場面が増えたそうです。

「専門性を活かして信頼関係を築ける
ことが力になり、コミュニティという
場ができることで子育てママに出会い
やつながり、元気や笑顔を提供できる
ことは大きな喜びです。」そんな思い
に共感した仲間も少しずつ増えている

そうです。
　助産師のサポートメンバーの皆さん
はボランティアで活動されています。
プ ロ ボ ノ と い う 専 門 職 を 活 か し た
ボランティアの形が注目されています
が、専門性を提供しながら現場のママ
たちから学ぶことも多く、仕事にも
フィードバックできる場として魅力と
価値を感じているのだそうです。
　「メンバーそれぞれの強みを活かし
ながら、ママたちがより笑顔で子育て
ができるようにお手伝いをしたい。そ
のための仲間をもっと増やしたい。」
と話す谷口さん。そのことばは目標に
向かって着実に歩むパワーにあふれて
いました。

みのおママの学校 Information

Mail︓ ｉｎｆｏ＠ｍｉｎｏｍａｍａ．ｃｏｍ
ＵＲＬ︓ http://minomama.com/

合同会社　みのおママの学校

2016年4月、「日本の子育て環境を世界のトップ10に引き上げます︕」というミッションを掲げ設立。
「キューズ子育てつどいのひろば」の他に、助産師がママに寄り添う「じょさんしカフェR」、ママ
の笑顔があふれるマルシェ「みのマママルシェ」、助産師の学びの場「じょさんし大学」などの活
動を展開。



社 会 に ハ ッ ピ ー を 増 や し て
自 分 も ハ ッ ピ ー に
アラブ首長国連邦のアブダビ在住歴 ９年間、元外資系企業のマーケッター、元 FM 局
プロデューサー、壮絶な事故からの生還と、様々な経歴をお持ちの田中宏美さん。皆から 
“タマさん” の愛称で親しまれ、現在はディスコ運動の会、ツナガリーナなど、その他
にも様々なお顔で地域を奔走しておられます。そんな田中さんにこれまでの経緯や
想いをお聞きしました。 （聞き手:スタッフ M）

タマさんの原点
　私の原点のひとつは9年前、仕事の関係で住んでいたアブダビ
で、鉄扉の下敷きになり、生死の境をさまよう大きな事故。後遺
症で顔面神経が麻痺し、笑顔をつくることができなくなった私
は、その分周りの人を笑顔にしたいと思うようになりました。人が
ハッピーになるのを見て自分もハッピーになる。究極の自己利益
誘導です。

震災支援から始まったツナガリーナ
　8 年前の東日本大震災の時も、私はまだアブダビにいました。
海外にいながらできることはないかと居ても立ってもいられず、
現地の企業やレストランを巻き込んで募金を日本に送りました。
その後箕面に帰ってきて、フォーラムみのお主催の震災復興支援
イベント「3.11 を忘れない」に募金活動で出展するために、箕面
在住の外国人友だちと一緒に立ち上げたのがツナガリーナです。
ツナガリーナは、募金活動だけでなく、メンバーどうしで情報交換
や相互サポート、なんでもいろいろ分かち合うコミュニティです。

ディスコは究極のインクルーシブ!?
　80 歳の友達のリハビリ付き添いで梅田のディスコに行った
時、ディスコの敷居の低さに気づきました。振り付けを覚えたり

人と同じ動きをする必要がない、自分の身体の状態で自分が気
持ちいいと思う動きをすればいい、一緒に体を動かすことで打ち
解けたお友達ができる。それから誘い合って行くようになり、車
椅子に乗った人も外国人も高齢者もその輪はどんどん広がって
います。

長く楽しく続ける ための
ポイント
　その他にも様々な活動をし
ています。外国にルーツをも
つ子どもへの日本語学習支援(春はランドセル提供も)、ホーム
レス状態の人との交流、縁組みおばさん、風船バレーボール等。
共通するスタンスは、「できることを できる時に できるだけ」、で
も上から目線で相手の尊厳を犯すことはしない。それが長く楽し
く続くポイントです。

ツナガリーナ Information
ツナガリーナの詳細は
フェイスブック グループへ

　当対池公園前の芝樂広場で毎月第三日曜日に開かれている
「みんなの朝ごはん広場『芝樂市』」に行ってきました。芝生が綺
麗なテラスエリアに、パン・ごはん・お惣菜・焙煎珈琲などの屋台
が並び、みなさんアットホームな感覚で朝ごはんを楽しんでい
ます。主に近隣の住民が来られていて、毎月楽しみにしている人
も多いようです。子連れも多く、ここだけ少子化は関係ないかの
ようです。『芝樂市』を主催するのは「みんなの縁側『芝樂』」を運
営するイーチ合同会社。らいとぴあ21を運営するNPO、暮らしづ
くりネットワーク北芝と連携し、誰もが安心して暮らせるまち
づくり、地域の人々を繋ぐ様々な取り組みを行っています。この
取材の機会に『芝樂』のお店のひとつ「B- MART」にも立ち寄って
みました。“社会にいいお買い物”をコンセプトに、障害者作業所
で作られたバッグ、カンボジアの銃弾で作られたアクセサリー、
東日本・熊本などの被災地の物産が販売されていて、その売り上
げが生産者への支援になります。

　地域に根付き、人と人・人と地域をつなぎながら進化していく
『芝樂』の活動に今後も注目です。

みんなの縁側『芝樂』 Information

みんなの朝ごはん広場『芝樂市』

大阪府箕面市萱野 2-11-4 （当対池公園向かい）
お問合せ︓ TEL　072-720-6636（ごっとうデリ）
 TEL　072-720-6535（B-MART）
 URL　https://www.each-go-do.com/

promo NPO広報サポーターpromo（プロモ）は、本誌発行団体の
広報サポーターが地域のNPOの活動現場を取材レポートしています。

広報　promo 検索

http://promo.minoh-npo.com/about.html記事はウェブサイトで随時掲載。

募金活動中のツナガリーナの皆さん
(左から2人目がタマさん)

ディスコを楽しむ、会の仲間たち



クイズコーナー
今回掲載記事に関するクイズです。
本誌の記事をよく読めばヒントがあるかも︖

みのおママの学校 のロゴになっている動物は︖
次のうちどれでしょうか︖

① カンガルー

② カエル

③ ペンギン

④ ツバメ

<答えと解説>
　答え ③  群れの中で最初に危険な海に飛び込み獲物を獲る、

勇気あるペンギン“ファーストペンギン”を表し、
「目的を達成するために、リスクを恐れずに挑戦し
続ける」という想い

センターではこんなサービスを提供しています︕

何かしたい︕役立てたい︕という思いに答えます︕

誰でも使える…印刷機、コピー機、貸会議室等
市民活動団体が使える…年登録制︓
                              　事務ブース（貸事務所機能）、貸倉庫

団体のお困りごとに答えます︕

ボランティア情報サイト v-info…ボランティア情報を発信し
ています。
NPO広報サポーター promo…団体の取材を通してNPOの活
動を体感できます。
NPO・市民活動を紹介する冊子の発行等、情報提供しています。

活動支援「夢の実支援金」…団体の立上げ、事業の拡充を資
金面で応援します。
団体の運営課題の解決…事務力、広報力のスキルアップ講座
を開催しています。

その他ホームページ、SNSでさまざまな情報発信をしています。

社会課題に取り組んでいる活動をアピールしています︕

市民活動の紹介や被災地復興支援のイベント、市民社会講座
やフォーラムを開催しています。

当法人のネットワークで、いろいろな分野をつなげます︕

市民活動と企業、店舗、学校などと連携することで、強みを活
かした活動につながります。

みのお市民活動センターを
管理運営するNPO法人です。
様々な課題に取り組む
市民活動の応援をしています︕

みのおキューズモール
WEST1-2F

ホームレス の人の社会的自立を応援する「ビッグイシュー日本版」。
基本的には路上に立つ販売者から購入できますが、販売者のいない地域
に限り、ショップや施設で購入できるところもあります。
みのお市民活動センターでは、（特活）市民活動フォーラムみのおが
販売を行い、ご購入いただいた売上は、箕面市内で活動する様々な
ＮＰＯの支援に使わせてただきます。毎月1日と15日発売です。
毎号、旬の話題や社会問題がわかりやすい切り口で取り上げられて
いて、芸能人や映画などの情報も満載です。キューズモールでの
お買い物や映画の帰りに、ぜひお買い求めください。

インフォメーション
Q&A

みのお市民活動センターで
『ビッグイシュー』が購入できます︕

1 冊 350円
毎月１日・15日と

２回 発売︕


